
南木曽町リニア対策協議会

第
28
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会

が
、
12
月
2
日
に
南
木
曽
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
Ｊ

Ｒ
東
海
お
よ
び
鉄
道
・
運
輸
機
構
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
と
Ｊ
Ｒ

東
海
と
の
折
衝
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
確

認
事
項
」
に
基
づ
く
「
別
途
文
書
」
で
あ

る
2
つ
の
協
定
書
（
案
）、
お
よ
び
「
確

認
事
項
」
の
締
結
ま
で
の
経
緯
や
今
後
の

協
議
会
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
ま
と
め
た

文
書
（
案
）
が
示
さ
れ
、
協
議
に
よ
り
協

議
会
の
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

協
議
会
の
後
、
協
定
書
は
令
和
元
年
12

月
11
日
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

【
鉄
道
・
運
輸
機
構
よ
り
】

4
月
に
発
生
さ
せ
た
崩
落
事
故
に
つ
い

て
、
ご
心
配
を
お
か
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
11
月
か
ら
工
事
を
再
開

し
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
知
事
か
ら
の
意
見

書
に
対
し
て
、
回
答
し
た
報
告
書
に
基
づ

き
原
因
と
今
後
の
対
策
を
説
明
し
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
に
は
最
大
限
の
留
意
を

払
い
、
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
】

尾
越
工
区
の
計
画
に
つ
い
て
蘭
地
区
へ

の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

阿
智
村
で
は
中
央
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル

（
萩
の
平
～
広
瀬
）
の
萩
の
平
工
区
の
工

事
説
明
会
を
10
月
に
実
施
し
、
11
月
に
保

全
計
画
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

尾
越
工
区
の
工
事
契
約
手
続
き
を
開
始

し
ま
す
。（
12
月
5
日
に
鉄
道
・
運
輸
機

構
が
公
告
）
今
年
度
冬
頃
、
広
瀬
工
区
の

工
事
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

8
月
21
日
に
基
本
協
定
書
に
相
当
す
る

「
確
認
事
項
」
を
締
結
し
て
か
ら
、
町
は

Ｊ
Ｒ
東
海
と
「
別
途
文
書
」
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
き
ま
し
た
。
町
と
Ｊ
Ｒ
東
海
が

協
議
を
し
つ
つ
、
議
会
リ
ニ
ア
特
別
委
員

会
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
対
策
協
議
会

に
次
の
協
定
書
（
案
）
を
示
し
同
意
を
得

ま
し
た
。

【
町
よ
り
】

Ｊ
Ｒ
東
海
が
実
施
す
る
リ
ニ
ア
工
事
に

伴
う
町
道
棚
橋
線
の
道
路
拡
幅
工
事
お
よ

び
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
の
協
定
書
で
す
。

道
路
工
事
は
、
改
良
延
長
は
約
２
０
０

メ
ー
ト
ル
、
拡
幅
後
の
道
路
幅
は
6.5
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
す
。
用
地
取
得
は
今
年
度
、

工
事
の
施
行
は
２
０
２
０
年
度
と
の
工
程

を
基
本
と
し
ま
す
。

工
事
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
施
行
し
、
道
路

工
事
に
伴
う
測
量
、
設
計
、
設
計
照
査
、

用
地
測
量
、
物
件
調
査
、
道
路
工
事
の
施

行
お
よ
び
財
産
引
き
継
ぎ
前
の
検
査
に
要

す
る
費
用
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
負
担
し
ま
す
。

町
は
、
用
地
取
得
、
申
請
さ
れ
た
設
計

の
照
査
、
財
産
引
き
継
ぎ
前
の
検
査
を
行

い
、
検
査
に
合
格
し
た
ら
引
き
渡
し
を
受

け
ま
す
。

【
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
】

リ
ニ
ア
工
事
に
伴
い
実
施
す
る
水
道
水

源
予
備
的
措
置
お
よ
び
水
道
水
源
へ
の
影

響
を
把
握
す
る
た
め
の
水
資
源
調
査
に
つ

い
て
の
協
定
書
で
す
。

測
量
、
基
本
設
計
は
今
年
度
第
４
四
半

期
頃
か
ら
、
実
施
（
詳
細
）
設
計
は
２
０

２
０
年
度
第
2
四
半
期
か
ら
、
施
設
の
工

事
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
と
の
工
程
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
妻
籠
・
向
ヶ
原
・
大

山
高
区
の
水
道
水
源
の
取
水
量
に
減
少
が

生
じ
、
地
域
住
民
の
生
活
な
ど
に
支
障
を

き
た
す
場
合
に
、
速
や
か
に
そ
の
減
少
量

を
補
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
設
置
し
ま

す
。
施
設
の
詳
細
は
、
町
と
Ｊ
Ｒ
東
海
が

協
議
し
て
今
後
定
め
ま
す
。

進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て

山
口
工
区
の
工
事
再
開

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定

別
途
文
書
に
つ
い
て

町
道
棚
橋
線
道
路
工
事
に
関
す
る
協
定
書

水
道
水
源
予
備
的
措
置
に
関
す
る
協
定
書

第
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南
木
曽
町
リ
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対
策
協
議
会
開
催
さ
れ
る
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町
が
測
量
と
基
本
設
計
お
よ
び
実
施

（
詳
細
）
設
計
の
照
査
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
東

海
が
実
施
（
詳
細
）
設
計
、
施
設
の
工
事

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
要
す
る
費
用
は
、

原
則
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
が
負
担
し
ま
す
。

町
と
Ｊ
Ｒ
東
海
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る

水
資
源
調
査
の
結
果
は
、
相
互
に
報
告
し

ま
す
。
報
告
の
頻
度
を
定
め
、
調
査
結
果

に
変
化
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
報
告
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

措
置
に
よ
り
完
成
し
た
施
設
は
、
町
が

行
う
財
産
引
継
ぎ
検
査
の
完
了
を
も
っ
て

町
に
帰
属
し
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
は
町

が
行
い
ま
す
。
財
産
引
継
ぎ
の
時
期
は
協

議
し
て
定
め
ま
す
。

「
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
工
事
に
関

わ
る
確
認
事
項
の
締
結
と
南
木
曽
町
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
対
策
協
議
会
の
基
本
姿

勢
」
に
つ
い
て
協
議
会
の
考
え
を
ま
と
め

ま
し
た
。

南
木
曽
町
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
協

議
会
（
以
下
、「
対
策
協
議
会
」
と
い
う
。）

は
、「
南
木
曽
町
に
お
け
る
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
整
備
事
業
に
係
る
課
題
に
つ
い
て

協
議
し
、
国
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
事
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東

海
等
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
求
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
実
現
を
も
っ
て
住
民
の
安

全
と
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
7
月
に
第
1
回
協
議
会
を
開
催
し
、
以

来
27
回
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
計
画
で
は
南
木
曽
町
を
通
過
す

る
ト
ン
ネ
ル
が
水
資
源
な
ど
の
環
境
に
与

え
る
影
響
や
2
箇
所
の
非
常
口
か
ら
搬
出

さ
れ
る
発
生
土
処
理
が
住
民
の
生
活
や
産

業
に
及
ぼ
す
影
響
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
対
策
協
議
会
で
は
、

地
域
住
民
と
の
合
意
、
非
常
口
の
削
減
、

発
生
土
処
理
お
よ
び
工
事
用
車
両
の
削
減
、

工
事
用
道
路
の
確
保
、
水
資
源
な
ど
の
環

境
保
全
お
よ
び
観
光
事
業
へ
の
補
償
な
ど

に
つ
い
て
4
回
に
わ
た
り
提
出
し
た
質
問

書
お
よ
び
質
問
書
へ
の
回
答
に
対
す
る
質

疑
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
の
考
え
方
を
明
ら

か
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
と
課
題
を
整
理
し
、

個
別
の
課
題
へ
の
対
応
に
先
立
つ
基
本
協

定
書
の
締
結
を
求
め
る
要
請
書
を
Ｊ
Ｒ
東

海
に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
対
策
協
議
会
が
求
め
て
き

た
「
基
本
協
定
書
」
に
相
当
す
る
も
の
と

し
て
、「
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
工
事

に
関
わ
る
確
認
事
項
」（
以
下
、「
確
認
事

項
」
と
い
う
。）
を
対
策
協
議
会
で
の
審

議
を
経
て
、
南
木
曽
町
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
お
よ
び
長
野
県
が
令
和
元

（
２
０
１
９
）
年
8
月
21
日
に
結
ぶ
に
至

り
ま
し
た
。

確
認
事
項
は
、
リ
ニ
ア
工
事
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
確
認
し
約
束
す
る
も

の
で
、
5
つ
の
事
項
に
つ
い
て
相
互
に
連

携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
議
の
中
で
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
工
事

完
了
後
に
つ
い
て
も
課
題
な
ど
が
発
生
し

た
際
は
関
係
者
間
で
協
議
し
て
解
決
す
る

こ
と
も
約
束
し
て
い
ま
す
。
こ
の
確
認
事

項
の
締
結
に
よ
り
、
解
決
す
べ
き
課
題
に

つ
い
て
具
体
的
な
協
議
が
進
み
、
工
事
用

車
両
の
運
行
、
発
生
土
置
き
場
の
管
理
お

よ
び
妻
籠
・
向
ヶ
原
・
大
山
高
区
の
３
つ

水
道
水
源
に
万
が
一
の
時
に
影
響
が
生
じ

な
い
よ
う
に
行
う
事
前
対
策
な
ど
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
途
文
書
で
確
認

し
な
が
ら
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
対
策
協
議
会
で
は
、
住
民
の
リ

ニ
ア
に
対
す
る
期
待
と
不
安
の
声
を
踏
ま

え
、
工
事
の
進
捗
状
況
、
環
境
保
全
対
策

の
実
施
状
況
、
確
認
事
項
に
基
づ
く
別
途

文
書
の
課
題
な
ど
を
引
き
続
き
協
議
し
、

住
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
し
な
が
ら
将

来
に
わ
た
っ
て
町
と
住
民
の
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど
に
適
切
な
対
応

を
求
め
る
と
と
も
に
、
国
県
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

東
海
へ
の
指
導
と
町
へ
の
継
続
的
な
支
援

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

町
か
ら
リ
ニ
ア
開
業
後
を
見
据
え
た
地

域
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
「
リ
ニ
ア
活
用

基
本
構
想
」
の
策
定
を
本
年
度
か
ら
来
年

度
に
向
け
て
行
う
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

確
認
事
項
の
締
結
と
協
議
会
の

基
本
姿
勢
に
つ
い
て

基
本
構
想
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
試
乗
を
し
ま
し
た

9
月
28
日
に
、
協
議
会
委
員
お
よ
び

商
工
会
地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員
な
ど

合
計
28
人
が
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
に

試
乗
し
ま
し
た
。「
な
か
な
か
で
き
な

い
体
験
。」、「
飛
ん
で
い
か
な
い
け
れ

ど
飛
行
機
が
離
陸
す
る
と
き
の
よ
う
な

速
さ
。」、「
名
古
屋
～
東
京
の
所
要
時

間
は
40
分
だ
が
、
騒
音
が
結
構
あ
っ
て

1
時
間
以
上
乗
る
の
は
キ
ツ
イ
か
も
。」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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